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　昆虫類の 98％を占める「新翅類」の初期進化に由来す
る「多新翅類」11目は、昆虫類の初期の多様化を理解す
る上で重要なグループである。一方、その多様性や短期
間での爆発的な適応放散により、多新翅類の系統進化に
は長年コンセンサスが得られず、議論が続いてきた。近
年になって分子系統学の立場から有力な仮説が提示され
（Misof et al., 2014; Wipfler et al., 2019）、ここにおいて、ハ
サミムシ目およびジュズヒゲムシ目、続いてカワゲラ目
が多新翅類の原始系統群に位置付けられる一方、かつて
「直翅系昆虫」と呼ばれたその他の多新翅類 8 目は、直翅
目を最原始系統群とした単系統群とされた。直翅系昆虫
は目ごとに多様な形態を獲得しており、樹上や草原を含
む様々な陸上環境に適応することで、多新翅類の繁栄と
多様化の中核をなしてきた。
　「直翅目（キリギリス亜目＋バッタ亜目）」は、全 4下
目 15 上科 42 科約 27,000 種を誇る多新翅類最大のグルー
プであると同時に、直翅系昆虫の最原始系統群として、
多新翅類の多様化の理解に極めて重要である。進化を理
解する上で発生学的知見は重要であるが、直翅目におい
ては網羅的な研究がなされておらず、発生学的グラウン
ドプランは明らかとなっていない（e.g., Warne, 1972; 
Pétavy, 1985; Sarashina et al., 2005）。さらに、直翅目の一
部のグループで特殊な発生様式が知られることも、本目
の発生学的理解をより困難なものとしてきた。特にキリ
ギリス亜目のコオロギ下目ケラ科において、多新翅類で
は類を見ない「長胚型的初期胚」が報告されていること
は非常に興味深く、再検討の必要がある（Nusbaum and 
Fulinski, 1909）。以上のような背景から、我々はケラ科の
発生学的再検討と、それによる直翅目の発生学的グラウ
ンドプランの再検討を目的として、ケラ Gryllotalpa 
orientalis Burmeister, 1839 の発生学的研究を開始した。
　2017 年から 2019 年の 4 月下旬から 6 月までに愛媛県久
万高原町および今治市の水田で採集を行い、約 270 個体
の成虫を採取した。これらを飼育することにより、約 
650 卵を採卵・固定し、DAPI 染色による胚発生の検討を
行った。その結果、ケラの胚発生の概略を観察すること

ができた。
　ケラの胚発生は、1）卵腹面に位置し、卵と同等の長
さの初期胚形成、2）短胚型の胚伸長、3）頭端の後方
へのシフトを伴う胚陥入、4）表成型の胚定位、5）胚
軸逆転型の胚反転、6）中型の卵歯の保持により特徴づ
けられる。ケラにおいて、初期胚は一般的な多新翅類と
比べて長大であるものの、Nusbaum and Fulinski（1909）
により記載されたような卵表を覆うほどの長さではない
ことが示された。胚伸長様式は分節・伸長を伴う典型的
な「短胚型」であり、多新翅類においてはグラウンドプ
ランであるとみなされている（e.g., Mashimo et al., 2014）。
一方で、初期胚が長大である点においては、多新翅類の
原始系統群の一つと目されるハサミムシ目に類似する。
中型の卵歯はキリギリス下目やノミバッタ下目において
も見出されており、直翅目のグラウンドプランであると
考えられる（Wada, 1966; Ingrisch, 1984; Houston, 2007）。
今後は、初期胚の形成過程や胚膜、胚運動に関し、組織
学的観察も含めた詳細な検討を行う。
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